
今
の
時
代
、
増
え
続
け
る

子
ど
も
達
の
孤
食
を
無
く
そ

う
と
多
く
の
地
域
で
「
子
ど

も
食
堂
」
と
い
う
の
が
開
催

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
刺
激
さ
れ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

地
域
で
も
、
子
ど
も
は
も
と

よ
り
、
お
年
寄
り
の
孤
食
が

増
え
続
け
て
お
り
、
こ
の
問

題
を
取
り
組
め
な
い
か
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
そ
う
し
た
地
域
活

動
を
応
援
す
る
企
業
に
も
恵

ま
れ
、
資
金
的
援
助
も
い
た

だ
い
た
こ
と
で
、
具
体
化
に

踏
み
切
り
ま
し
た
。
現
在
、

他
地
域
で
開
催
す
る
先
輩
格

の
団
体
に
も
出
か
け
学
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
さ
く
ら
茶
屋
」
で
の
開

催
は
９
月
を
目
途
に
、
そ
れ

ま
で
数
回
の
プ
レ
「
大
家
族

食
堂
」
の
開
催
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

は
「
月
に
一
回
、
超
格
安
で

世
代
を
超
え
て
多
く
の
人
と

夕
食
を
囲
む
・
当
初
は
カ
レ
ー

食
べ
放
題
食
堂
」
で
す
。

詳
細
は
来
月
号
で
紹
介
し

ま
す
。
お
手
伝
い
可
能
な
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

丸
６
年
の
「
さ
く

ら
茶
屋
」
を
金
銭
的

に
支
援
し
て
頂
く
賛

助
会
員
の
皆
さ
ま
、

今
期
も
多
数
の
方
に
更
新
、
及
び

新
規
で
登
録
し
て
頂
き
ま
し
た
。

財
政
的
に
大
き
な
力
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ご
支
援
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

尚
、
「
さ
く
ら
茶
屋
」
は
会
員

じ
ゃ
な
い
と
入
れ
な
い
の
と
い
う

誤
解
も
一
部
に
あ
る
よ
う
で
す
。

会
員
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
で

も
が
利
用
で
き
る
お
店
で
す
。
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
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この秋を目途に開催を準備しています

「一人ぼっちの食事」ってちょっと寂しくないですか。共働きの家族のお

子さん、伴侶を亡くされたお年寄り、いろいろな事情で「孤食」となってい

る方が気軽に寄れる「大家族食堂」、今年の「さくら茶屋」の目玉企画です。

世
代
を
超
え
て
皆
で
夕
食
を

最近全国で急速に広がる「子ども食堂」を四

年前から開催しているお店、東京大田区にある

「きまぐれ八百屋だんだん」を訪問しました。

子どもだけで立ち寄れる食堂、超格安で提供し

ているのですが、成長期の子どもだからこそ無

農薬野菜や自然食品という安心安全な食材利用

にこだわりをもっています。月2回行う「子ど

も食堂」ですが、通常の日も子供メニューを提

供し営業しています。店頭のお品書きには、

「ランチで英会話・私も哲学・教育居酒屋等・・・」

１４品のメニュがありました。地域の居場所と

しての役割も果たしているお店、訪問して私た

ちの取り組みにも多くのヒントをもらいました。

６
月
、
気
温
や
湿
度

も
高
く
細
菌
の
増
加
し

や
す
い
時
期
と
な
っ
て

き
ま
す
。
「
さ
く
ら
茶

屋
」
で
は
、
材
料
の
保

管
、
食
材
へ
の
充
分
な

加
熱
、
手
洗
い
の
徹
底
、

調
理
器
具
な
ど
の
洗
浄
と
消
毒
な
ど
予
防
策
を

講
じ
て
い
き
ま
す
。

特
に
注
意
を
必
要
と
す
る
お
持
ち
帰
り
の
惣

菜
や
お
弁
当
に
つ
い
て
も
、
調
理
方
法
（
火
を

入
れ
る
・
生
も
の
は
避
け
、
多
少
濃
い
味
に
す

る
等
）
な
ど
で
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

同
時
に
お
客
様
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
「
本
日
中
に
お
召
上
が
り
下
さ
い
」
等
の

注
意
点
に
は
十
分
な
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

梅雨の時期、食中毒に警戒
熊本地震の被災者を支援しようと「さくら茶屋」

でも募金箱を設置し取り組んできました。

５月16日現在５１，５７４円の募金が集まりました。

５月16日に熊本地震義援金団体に送

金しました。被災者支援に充てられま

す。支援をいただいた多くの皆さま、

ご協力ありがとうございました。支援

活動はこれからも継続していきます。



日 時：６月９日(木)
19時～21時

場 所：さくらカフェにて
参加費：1000円（軽食・ドリンク）～1500円（アルコール有）

７月の西柴夜話

ウクレレの先生
と生徒さんが
登場します

７月14日（木）
１９時から
さくらカフェ

出演者
大和ウクレレ倶楽部
山下成司さん
他、生徒さん数名

参加費は6月と同様です。
お申し込みはお早めに！

６月の

釜利谷在住村上清一郎さん

毎日の歩数や歩行距離、消費カロリーや月間の運動量などがパソコンなどで確

認できる「よこはまウォーキングポイント」の対象年齢が拡大されました。

これまで40歳以上が対象でしたが、平成28年６月１日から18歳以上に拡大

されます。これは横浜市が、年齢拡充を求める要望が多数であることや、若い世

代の運動習慣を支援し、働く世代の健康づくりを進めようと変更したものです。

申込み開始は6月９日、横浜市のホームページにも申込ページが開設されます。

参加を希望される方は、人数把握のため「さくら茶屋」にお申し込み
ください。電話で受け付けています（045－516-8560）。

海と魚が大好きな海男が、太平洋・インド洋・大西洋の漁場で、マグロ

漁・底引き漁・母船事業などに従事、好きな魚を自分の手であれこれと研

究した結果、多くの知識と技術を習得しました。

その中から、誰でもが知っておいて損のない話をご提供したい・・・

それは「魚と水」と「魚と脂」なのです。・・・聞いて下さい。
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「エンディングノート書き方講座」

日時 ６月１８日（土）１３：３０～１５：００

場所 さくらカフェ 主催 オフィスシバタ

エンディングノートを書いて「自分に必要な終

活」を見つけましょう！ 初めて参加するという

方にもおすすめの講座です。（参加費500円ワン

ドリンク付 ※予約の方優先です）

予約・お問い合わせ045（701）8654 担当:松

セルフドリンクを始めました

です

で

このティータイムの時間帯は

１４：００～１７：００

セルフ、フリードリンク形式

でのご提供となります。

お茶うけの持参もＯＫです！

（ランチご利用の方は無料・お

飲み物のみの方は300円です）

通常営業は１１時～１４時、１７時～２１時
定休日は月曜日（祝祭日の場合は火曜日）

☎ ０４５－７８４－２７５４

【以下、広告欄】

よこはまウォーキングポイント


